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四つのテスト
言行はこれに照らしてから

１.  真実かどうか？

２.  みんなに公平か？

３.  好意と友情を深めるか？

４.  みんなのためになるかどうか？

ロータリーの目的
ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、
これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある

第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値ある
 ものと認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の
 職業を高潔なものにすること。

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会
 生活において、日々、奉仕の理念を実践すること。

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、
 国際理解、親善、平和を推進すること。
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　４月、寒い冬が終わると急に暖かくなり、
見事に桜が花開きました。日本では新学期で
す。新しく入学した学生さん、卒業して就職
した新入社員さん、元気そうな若い方を見て
いると私達も元気になります。私がガバナー
になる時に地区目標の最初に「若者を育てま
しょう」と呼びかけたのは若者と付き合い、
若者を育てていく事で、私達ロータリアンが
元気になれると感じたからでした。今年度、
私の期待以上に第2550地区の皆様は、大変熱
心に若者を育てる努力をされてきました。そ
して皆様も若者を育てる事で自分が元気に
なったのを感じていると思います。しかし青
少年奉仕活動を実際にされた皆様は、それが
決して容易ではないこともよくわかったと思
います。今年度は青少年奉仕の各委員会の皆
様が各クラブの皆様のために大変な努力をさ
れてきました。
　青少年交換委員会は「これはクレージーだ
よ」と悲鳴をあげながらも、日本と世界の子
供たちのために頑張ってこられました。国際
青少年交換プログラムは、数ある国際奉仕活
動の中でも、最も価値ある奉仕活動のひとつ
であります。交換学生は、外国のロータリア
ンの家庭でホストされ、その家族の一員とし
て過ごし、現地の学校に進学してありのまま
の生活体験をして、その国の風習・習慣を学
びながら、国際理解と国際親善を推進するも
のであります。大変価値のある奉仕活動です

が、私達日本人、第2550地区の皆様にとって
は決して得意な分野ではなく、多くの困難を
伴っています。各クラブの皆様が委員会の支
援により、困難を乗り越えて、青少年交換に
取り組んでいただければ幸いと思っていま
す。
　青少年奉仕、インターアクト、ローターア
クト、RYLAの各委員会がそれぞれ協力して
いく「クロス・プロモーション」も今年度は
積極的に行われてきました。今年度の地区大
会では、「青少年のステージ」を創っていた
だきました。いろいろな工夫と音楽にあふれ
た楽しいステージに感銘された方が多かった
と思います。インターアクトからローターア
クトへ、RYLAへ、そしてロータリアンへと
多くの若い皆様が進んで欲しいと思います。
　それからもう一つ、RYLA委員会の皆様の
努力に改めて敬意を評します。
　準備をしっかり行い、セミナーの時には深
夜まで、熱心に指導され、素晴らしいRYLA
セミナーを開いていただきました。「2550地
区のRYLAセミナーは素晴らしいね。」と私
の同期の何人ものガバナーが褒めてください
ました。
　青少年奉仕委員会の皆様の熱意を各クラブ
の皆様が感じとり、これからもしっかり若者
を育てていって欲しいと思います。皆様、が
んばってください。

ガバナーメッセージ

「若者を育てていきましょう。
　　　―青少年奉仕活動について―」

長　嶋　一　郎2014-15年度
国際ロータリー2550地区ガバナー
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日本と台湾  相互交流

日本と台湾が相互交流　新しい絆が芽生える！！

　去る２月２５日から３月１日の５日間、国際ロータ
リー第３４７０地区（台南・嘉義）インターアクトク
ラブ訪問団が第２５５０地区に来訪されました。第
３４７０地区ガバナーSINPO氏を団長とするインター
アクター３０名、ロータリアン８名、計３８名にて国際
交流と奉仕活動を行いました。

　２月２５日、第２５５０地区からは、長嶋一郎ガバ
ナー、中谷研一ガバナーエレクトを中心として来日され
るSINPOガバナーを歓迎。文星芸術大学付属高校イン
ターアクトクラブ・宇都宮文星女子高校なでしこイン
ターアクトクラブ・宇都宮南高校南風インターアクトク
ラブの生徒たち５０名と青少年交換学生の３人が集ま
り、歓迎会を開催しました。今回の歓迎会はインターアクター自らが内容を考え、司会をし、手作り
のパーティを開くことが出来、国際交流ということがこういうことなのかと実感をしておりました。

　２６日はいよいよ交流を開始。男子は文星芸大付属で日本の食べ物“餅”について英語にて交流。
女子は日本の授業に内容を台湾のロータリアンに見学をしていただきながら、英語と台湾語にて交流。
なかなか通じない言葉にもジェスチャーを踏まえて対話をするにつれてお互いの気持ちが通じ合うよ
うになりました。授業体験終了後、大谷資料館を見学。宇都宮の歴史、資料を見ながら昼食をとり、
午後から宇都宮のシンボルである二荒山神社にて奉仕活動。あいにく小雨が舞っておりましたが、境
内の掃き掃除と窓ふき、床磨きを行い、助川宮司より訪問団の旅行の安全と２５５０地区・３４７０
地区の交流を祈祷していただきました。奉仕活動の後は各インターアクター同士で街の探索。オリオ
ン通りやパルコなどでショッピング、きらっせにて餃子を頬張ったり、日本のお土産や文化を楽しみ
ました。二日目の夜は第３４７０地区にて答礼の宴を設けていただき、長嶋ガバナー、中谷エレクト、
栃木ノミニー３人とともにインターアクターも出席。台湾の文化を説明しながらさらなる交流が深め
られました。

　２７日朝、訪問団は観光に出発。２５５０地区インターアクターが見送りにきました。８時出発の
予定が９時になり、１時間遅れで出発。皆、涙を流して別れを惜しんでました。訪問団は、日光、塩
原のスキー場と観光。初めての雪に感動をしておりました。夜は長嶋一郎ガバナーとともに歓迎会を

開き、楽しみました。２８日、ディズニーランド、
１日は東京見学と日本を満喫し、夕方の便にて
台湾へと帰っていきました。
　東日本大震災が起きて約４年間、台南のロー
タリアンには大変お世話になっておりました。
やっと相互交流が出来たことを長嶋ガバナー、
中谷エレクト、栃木ノミニーの３名には感謝申
し上げます。今後のインターアクトの活動にご
支援をお願い申し上げます。
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インターアクト・クラブ海外研修報告

　３月２６日～２９日の４日間にてインターアクトクラブ海
外研修をRID３４７０のご支援にて実施しました。３３名の
インターアクターと８名の顧問教諭、そして５名のロータリ
アンの計４６名の訪問団で、台南のインターアクトクラブ・
嘉義市基督教協同高級中学インターアクトクラブの２校と交
流会・台北龍華RC提唱のインターアクトクラブとの交流を
実施してまいりました。
　２６日（一日目）各集合場所より宇都宮に集合。一路成田
空港に向かいます。朝早くの出発にて多くの生徒が眠い眼
をこすりながら不慣れな出国の手続き等を行い飛行機へ。約
３時間５０分にて高雄国際空港に到着し、一路嘉義市へ。第
３４７０地区の皆様に歓迎を受レストランに到着。夜は第
３４７０地区より歓迎会にお招きをいただき、熱烈歓迎にイ
ンターアクターの皆様と台湾料理に舌鼓。約８０名のインター
アクターが集まり、台湾の武道やダンスを披露していただき、
最後には全員にて歌ったり踊ったりの交流になりました。
　２７日（２日目）協同高級中学校インターアクトクラブと交流。各インターアクターは実際の授業
に参加。英語に力を入れている学校で、会話は英語で行われました。約３時間の交流で親交が芽生え、
メールアドレスや連絡先の交換をしておりました。午後は神社にて奉仕活動の予定でしたが時間の都

合上キャンセルとなり、ご祈祷のみ行いました。その後
嘉義県庁を視察し、嘉義県の教育についてレクチャーを
受けました。夜はRID ２５５０より答礼の宴を開催し、
RID３４７０ガバナー他地区の皆様をご招待させて頂き
ました。インターアクターの慣れない司会でしたが、き
ちんと日本流のお礼が出来たと思います。
　２８日（３日目）台南駅より台湾新幹線にて一路台北へ。
台北到着後、台北龍華ロータリークラブの提唱クラブで
ある新店高級中学校 IACと合流しで九份へ。生徒同士で

お土産を買ったり、「千と千尋の神隠し」のモデルとなった茶屋を見学したりと大変有意義な時間を
過ごしました。夜は台北龍華RCのロータリアンとインターアクターと食事をし、台湾一大きい吉林
夜市へ向かい、楽しい時間を過ごしました。
　２９日（４日目）龍山寺にて台湾風おみくじを体験し、故宮博物院で見学し一路空港へ。桃園国際
空港より成田空港へ向かい、成田空港にて解散式を行い、別れを惜しむ気持ちを押さえて帰宅の途に
つきました。
　４日間という限られた日程での海外研修でし
たが、インターアクターが変わっていく姿、国
際社会に目を向ける姿を拝見し、とても意義
のあるプログラムだと自負しております。RID
３４７０DG.SINPOをはじめ皆様には大変お
世話になったこと、RID２５５０インターアク
トとRID３４７０インターアクトが相互交流出
来る事を祈念し、今後も国際交流の礎を担って
参ります。
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ＩＭ報告

第６グループＩＭ開催報告
2015 年 3月１日（日）

第６グループ　ガバナー補佐　佐山　謙三

新入会員セミナー
講　師　　パストガバナー　瀬下龍夫様
ロータリーを身に付けるためのおしえとロータリアンのあるべき姿並びに職業奉仕について幅
広い見識をご披露頂きまして、参加した全員が意義ある時間を共有させて頂きました。

一般会員登録開始
点鐘・国歌斉唱並びにロータリーソング斉唱
物故会員への黙祷
主催者挨拶・来賓紹介・来賓挨拶
学生３分間スピーチ（米山奨学生、交換学生）
昼食　ハープ演奏を聞きながら歓談
第一部　『会員増強について』
講　師　　パストガバナー　石原敬士様
各クラブで直面している内容でありますので、全員で共感し拝聴させて頂きました。

第二部　『映画上映』―しもつがれガール―（栃木市に行きたくなるショートムービー）
上映後映画監督よりエピソード話をうかがいました。

ロータリーソング（手に手つないで）

　ＩＭについては改めて４クラブのメンバーが一堂に介しまして、ロータリーの友情を深める有意義
な日でありました。

会長エレクト研修セミナー報告

～ 会長エレクト研修セミナーをおえて ～

　ガバナーエレクトの強い思い入れがあり、久方ぶりの１泊のＰＥＴＳになりま
した。国際協議会からお帰りになってから、ますます顕著になり、ホストクラブ・
実行委員会として、エレクトのお考えに沿ったものを計画し、運営したつもりで
す。会長エレクトの皆様の重要な学びの機会の一つをつくり、ガバナーと５１ク
ラブ第 2550 地区が一丸となり、ＲＩのテーマ、地区の目標に向かって邁進する
為の一翼を担えたかと思っております。
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ＩＭ報告

第３グループＡ・Ｂ合同ＩＭ開催報告
2015 年 3月 12日 ( 木 )

第 3グループＡ　ガバナー補佐　荻山　猛彦
第3グループＢ　ガバナー補佐　佐貫　直通

　第３グループでは、宇都宮東ロータリー・クラブのホストのもと、長嶋一郎ガバナーにご臨席を頂き、
第３グループＡ・Ｂ合同のＩＭを開催しました。当日は、220名を超える会員が参加し、所属クラブ
を超えた会員相互の親睦を深めることを目的とした「ロータリーを語ろう」をメインテーマに以下の
９つのサブテーマ
①会員増強について
②例会出席＆メーキャップについて
③例会プログラムについて
④親睦活動について
⑤職業奉仕について
⑥社会奉仕について
⑦国際奉仕＆ロータリー財団について
⑧青少年奉仕について
⑨米山記念奨学会について

を設け、グループ所属クラブの会長さんにテーブルマスターを勤めていただきながらテーマ別自由討
論の形式で開催いたしました。前例のない形式でしたので当初は戸惑いもあったようですが、次第に
熱気が盛り上がり予定を超過するほどの熱気となりました。
　各テーマごとの総括と総評ののち懇親会に移り「島田絵里クインッテット」のスタンダード・ジャ
ズをバックに親睦を深め、グループ全体の連帯感が生まれこれまでにない盛り上がりを感じました。
　開催に当たりましては、ホストを勤められた宇都宮東ロータリー・クラブの皆様には、佐貫AGも
交えて６回にわたる実行委員会で構想を練られました。
　参加いただきました会員の皆様には忌憚のないご意見を述べていただきました。
　テーブルマスターを勤められました各クラブ会長様には、それぞれのご発言を恙なくまとめていた
だきました。
　皆様のご協力ご尽力をいただきまして、このＩＭが大きな成果を上げることが出来ましたことに佐
貫・荻山の両名は深く感謝申し上げます。ほんとうに有り難うございました。

文責　荻山

長嶋ガバナー

青木実行委員長

実行委員会
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新入会員紹介

宜しくお願いします。

真岡西ＲＣ
細 島  鉄 夫
ほそ     しま         てつ       お

㈲アンサー
代表取締役

平成27年1月13日入会

例会はなるべく休まず出席します。よろしくお
願いします。

真岡西ＲＣ
秋 山  康 雄
あき     やま         やす       お

㈱AKIYAMA
代表取締役

平成27年1月13日入会

「ロータリーの目的」を受諾、遵守し活動して
いきます。ご指導お願いします。

宇都宮西ＲＣ
清 水  昌 利
し       みず         まさ     とし

近畿日本ツーリスト㈱
宇都宮支店　支店長

平成27年1月29日入会

ＩＭ報告

第４グループＩＭ開催報告
2015 年 3月 15日（日）

第４グループ　ガバナー補佐　岡本　俊夫

　３月１日、ＩＭ開催に先立ち、グループ内親睦ゴルフ大会
が開催され５０名の会員により、互いの友好と絆を深める楽
しい一日になりました。
　３月１５日、第４グループＩＭには、長嶋一郎ガバナー、
比企達男ＰＧ御来駕の下、ＩＭ開催目的達成のため、会場内
溢れんばかりの４クラブのロータリアンにより埋め尽されま
した。真岡ＲＣにとっては、４年前杉山欣ガバナー補佐の折
は、東日本大震災により止むなく中止となり、今回のＩＭ開
催は感慨深いものでありました。
　第一部では開催セレモニーに続き、物故会員黙祷、４クラ
ブの現況報告、２名の新入会員紹介があり、特に長嶋ガバナー
よりロータリーバッジの授与をさせて頂きました。両君の御活躍を念じるものであります。
　第二部は、栃木県出身であり、サッカー殿堂入りを果している松本育夫氏より「全力に悔いなし」
の演題で講演を頂き、サッカー人生で培われた豊富な体験を踏まえた哲学を会員一同、心を熱くして
拝聴しました。
　第三部は、第４グループの真骨頂を披露する大懇親会でありました。上野秀雄前ガバナー補佐の乾
杯に始まり「懐かしのグループサウンズ オンパレード」のオンステージでした。持論、トップシンガー
で登場されたのは声楽家 長嶋ガバナーでありました。閉会前のロータリーソング「手に手つないで」
も繋ぐ手と手が力強く感じたのは私だけでしょうか？
　石田実行委員長をはじめ、全てのホストクラブの会員に感謝を申し上げると共に、グループ内会長・

幹事さん、そして全ての素敵なロータリアンに御礼申
し上げます。渡辺君のソングリーダーは次年度も依頼
されるかも !!
　結に、ＩＭ開催前に開催された新入会員オリエンテー
ションの講師を務めて頂いた金子剛士様と、１８名の
新入会員の皆様御苦労様でした。また、友愛コーナー
を絶品の抹茶とお持て成しの心で取仕切って頂いた、
しもつけＲＣの高木先輩と皆様に深謝申し上げます。
　第４グループ内の全てのロータリアンにありがとう
を申し上げます。次年度、平野ガバナー補佐にエール
を贈り、報告とさせて頂きます。
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新入会員紹介

伝統ある鹿沼ロータリークラブの一員として精
一杯奉仕させていただきます。

諸先輩方のご指導の下、地域貢献して参りたい
と思います。宜しくお願い致します。

入会御承認頂き誠に有難うございます。地域社
会に貢献できる様頑張ります。

微力ではありますが、ロータリーの理念に従い
取組んでまいりたいと思います。

皆様の御指導を賜りながら活動して参ります。
宜しくお願い致します。

鹿沼ＲＣ

小山中央ＲＣ

鹿沼ＲＣ
永 山  雅 浩

渡 辺  圭 一

宇賀神 康明
なが     やま         まさ     ひろ

わた     なべ         けい     いち

う     が   じん      やす  あき

㈱足利銀行 鹿沼支店
支店長

㈾渡辺商店
代表社員

㈲宇賀神
専務取締役

平成27年3月5日入会

平成27年4月6日入会

平成27年3月19日入会

葛生ＲＣ

小山中央ＲＣ

若田部  貴

倉 持  　 均

わか     た      べ             たかし

くら     もち                   ひとし

㈱足利銀行 葛生支店
支店長

㈱ライフスタイルプラン
代表取締役

平成27年2月17日入会

平成27年4月6日入会

先輩会員の皆様にご指導頂き、地域に貢献した
いと思います。

小山ＲＣ
西 宮  　 優
にし     みや                   まさる

水戸証券㈱ 小山支店
支店長

平成27年3月26日入会

ハイライトよねやま

今月のトピックス
　○ 寄付金速報　― 2014-15 年度も残り３カ月 ―
　○ 新奨学生オリエンテーションがスタート
　○ タイ米山学友会総会報告　― 創立３周年を迎えて ―
　○ 第２代よねやま親善大使が決定！
　○ よねやまフォトコンテストにご応募ください

《今月のピックアップ記事》
　第２代よねやま親善大使が決定！
　２月 15日締切の「第２代よねやま親善大使」には 40人の学友・奨学生から応募があり、広
報委員会、常務理事会にて厳正なる選考の結果、下記３人の方に決定しました。
　◆スチッタ・グナセカラさん（スリランカ /2010-11/ 別府RC）
　◆于咏さん（中国 /2005-07/ 名古屋中RC）
　◆金福漢さん（韓国 /1995-97/ 大宮北RC）
　任期は 2015年 7月から 2年間です。
　なお、初代よねやま親善大使・楊小平さんも、１年間任期を延長して活動していただけること
になりました！７月から、４人の親善大使がロータリー米山記念奨学事業をＰＲします。ぜひみ
なさんの地区へ招へいしてください。
　親善大使に関するご連絡は当会事務局広報担当まで。

― よねやまフォトコンテストにご応募ください ―
　ロータリー米山記念奨学会では、「第１回よねやまフォトコンテスト」を実施し、米山奨学生・
学友・ロータリアンの皆さまからの写真を広く募集します。
　入賞作品は、当会ＨＰや公式 facebook ページで紹介するほか、米山奨学会が作成する事業
ポスター、全会員に配布するパンフレットなどにも掲載します。
　米山記念奨学事業の魅力が伝わるみなさまのベストショットをお待ちしています！
　詳細は、以下の当会ホームページをご覧ください。
　　　http://www.rotary-yoneyama.or.jp/blog/news/2015/detail_7983.html
　締切は 5月 15日（金）です。

　そのほかの記事は、ぜひPDF版をご覧ください。 
　　　http://www.rotary-yoneyama.or.jp/summary/pdf/highlight181_pdf.pdf

2015年4月13日発行★ ハイライトよねやま 181号 ★
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第2550地区　２月会員増強・出席報告

分
区 クラブ名

例
回
数

２月出席率 会　員　数

今月 平均 7月
1日 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性

会　員

第
１
グ
ル
ー
プ

大 田 原 4 86.65 86.67 31 34 1 0 6 3 3 1
黒 磯 3 92.50 91.19 39 40 0 0 1 0 1 2
西 那 須 野 4 90.54 92.88 36 39 0 0 3 0 3 0
黒 羽 4 92.86 96.49 14 14 0 0 0 0 0 0
那 須 4 75.86 82.20 10 9 0 0 0 1 -1 2
塩 原 4 88.90 85.79 9 9 0 0 0 0 0 3
大田原中央 4 64.00 67.50 25 25 0 0 0 0 0 2

第
２
グ
ル
ー
プ

烏 山 4 96.15 92.36 11 13 0 0 2 0 2 1
氏 家 4 78.75 79.78 25 22 0 0 1 4 -3 0
矢 板 4 73.22 72.82 19 14 0 0 0 5 -5 3
馬 頭 小 川 3 93.30 89.73 20 19 0 0 0 1 -1 0
高 根 沢 4 68.40 78.50 16 15 0 0 1 2 -1 0

第
３
グ
ル
ー
プ
Ａ

宇 都 宮 4 67.00 68.43 97 102 1 0 8 3 5 0
宇 都 宮 西 4 85.93 81.20 73 72 0 0 3 4 -1 0
宇 都 宮 北 4 81.97 83.23 47 48 0 0 1 0 1 0
宇 都 宮 9 0 4 90.60 90.26 42 45 0 0 3 0 3 3
宇都宮陽北 4 78.64 80.78 35 36 0 0 1 0 1 3

第
３
グ
ル
ー
プ
Ｂ

宇 都 宮 東 4 92.25 94.03 106 105 0 0 2 3 -1 0
宇 都 宮 南 3 81.93 82.57 47 46 0 0 0 1 -1 0
宇都宮陽東 3 86.90 94.43 41 42 0 0 1 0 1 0
宇都宮陽南 4 65.86 74.91 15 21 0 0 6 0 6 4
宇都宮さつき 4 87.50 86.88 21 22 1 0 1 0 1 2

第
４
グ
ル
ー
プ

真 岡 4 75.14 81.46 52 55 1 0 3 0 3 0
益 子 3 81.00 85.60 28 27 0 0 0 1 -1 0
真 岡 西 4 94.48 90.63 35 38 0 0 5 2 3 4
し も つ け 3 89.90 94.94 32 34 0 0 2 0 2 8

分
区 クラブ名

例
回
数

２月出席率 会　員　数

今月 平均 7月
1日 今月 入会 退会 通算増 通算減 増減 内女性

会　員

第
５
グ
ル
ー
プ

小 山 3 98.00 97.29 34 33 1 2 2 3 -1 0
小 山 南 4 100.00 98.46 21 22 1 0 1 0 1 4
小 山 東 4 86.30 86.63 30 31 0 0 1 0 1 0
小 山 北 4 94.00 86.83 20 21 0 0 1 0 1 0
小 山 中 央 4 83.00 82.13 26 28 0 0 2 0 2 2

第
６
グ
ル
ー
プ

栃 木 3 80.00 71.44 37 37 0 0 0 0 0 1
栃 木 西 4 89.58 77.85 29 29 0 0 0 0 0 0
壬 生 3 86.82 90.61 16 18 0 0 2 0 2 1
栃 木 南 4 92.50 88.98 27 33 0 0 6 0 6 7

第
７
グ
ル
ー
プ

日 光 4 75.28 72.96 22 22 0 0 0 0 0 5
鹿 沼 4 88.77 86.20 62 61 0 0 0 1 -1 1
今 市 3 85.27 85.10 40 43 0 0 3 0 3 0
鹿 沼 東 4 92.71 79.06 39 39 0 0 1 1 0 4
粟 野 西 方 4 97.00 94.98 10 9 0 0 0 1 -1 1
鹿 沼 中 央 4 80.68 86.27 22 22 0 0 0 0 0 1
今 市 き ぬ 4 85.71 90.66 28 28 0 0 3 3 0 1

第
８
グ
ル
ー
プ

足 利 4 74.07 80.92 22 29 0 0 7 0 7 0
足 利 東 4 80.77 79.16 53 52 0 0 1 2 -1 6
足 利 西 4 72.06 81.84 16 16 0 0 0 0 0 0
足利わたらせ 4 77.50 88.62 32 32 0 0 0 0 0 0

第
９
グ
ル
ー
プ

佐 野 4 91.25 89.93 67 68 0 0 2 1 1 0
葛 生 4 88.60 92.10 33 35 0 0 2 0 2 0
田 沼 4 87.98 90.26 38 39 0 0 1 0 1 0
佐 野 東 3 83.33 85.70 22 20 0 0 0 2 -2 0
岩 舟 4 82.90 84.80 8 7 0 0 0 1 -1 0
5 １ R C 84.59 85.37 1680 1720 6 2 85 45 40 72

ロータリー文庫 〒105－0011　東京都港区芝公園2－6－15　黒龍芝公園ビル3階
TEL（03）3433－6456　FAX（03）3459－7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　　休館＝土・日・祝祭日

（330号）
（331号）

文庫通信文庫通信文庫通信
　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創立された皆様
の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備
えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料に
ついてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資
料のご紹介を致します。

地区大会講演より

ロータリー情報抜粋

◎「人生は 8 合目からがおもしろい」 田部井淳子 D.2600 地区大会報告書 2014 5P
◎「これからのロータリー」 千玄室 D.2650 地区大会記念誌 2014 4P
◎「ロボットの奉仕」 松野文俊 D.2650 地区大会記念誌 2014 11P
◎「日本の進路と誇りある国づくり」 桜井よしこ D.2660 地区大会記録書 2014 2P
◎「これからの日本に対する期待」 竹中平蔵 D.2680 地区大会記録誌 2014 6P
◎「ロータリーの存在意義」 深川純一 D.2760 地区大会記録誌 2014 9P
◎「光圀伝について」 沖方丁 D.2820 地区大会記録 2014 9P
◎「人生の金メダル」 齋藤仁 D.2830 地区大会記録誌 [2013] 7P

◎「ロータリー東日本震災復興基金日本委員会活動報告」 黒田正宏編集  2014 47P
◎「街を流された方々を診て…」 畑山徹 D.2830 地区大会記録誌 〔2013〕 4P
◎「ロータリアンとは　その１～３（純ちゃんのコーナーPartXIII）」 深川純一 伊丹R.C. 2014 3P
◎「ロータリーを輝かせる為には」 朱秋龍 D.2710 地区大会特集号 2015 10P
◎「国際ロータリーにおける中央集権と地方分権」 直木太一郎  1971 3P
◎「『職業奉仕』は菩薩の両願」 塚原房樹 D.2510 月信 2015 1P
◎「そして賽は投げられた」 久野薫 D.2680 月信 2015 1P
◎「『職業奉仕』の 10分スピーチ」 新藤信之  2014 2P
◎「職業奉仕の森」 鈴木一作   13P
◎「ロータリーの倫理的行動指針の変換」 柿沼利明 古河東R.C. 週報 2012 1P
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　2001-02年度、国際ロータリーは奉仕の第2世紀を迎え、組織を導く長期的な計画の立案を始めました。「The 
RI Strategic Plan」当初は長期計画と和訳され、昨今は戦略計画と訳されます。以来この戦略計画は定期的に
見直され、更新されています。（Strategic Plan の直訳は戦略計画です。長期計画の方が理解しやすいと感じ
ますが、戦略計画とした方が、重要性が高いと感じる様な気もします）
　2009 年、RI 理事会はこの大幅な見直しを行い、RI とロータリー財団が進むべき進路が一致するよう改訂し
2010年 7月 1日から有効としています。
　2015年 3月 30・31日に行われた会員基盤向上セミナーで、ロータリーコーディネーターの金杉誠氏に伺っ
たお話（RI 戦略項目の 3つの項目は夫々関連性を持っている）に自分の考えを加えてまとめました。

RI 戦略計画は、3つの優先項目と 5つの中核的価値観で構成されます。
3 つの優先項目
○ クラブのサポートと強化 （ロータリーコーディネーターが支援）
○ 人道的奉仕の重点化と増加 （ロータリー財団地域コーディネーターが支援）
○ 公共イメージと認知度の向上 （公共イメージコーディネーターが支援）

　注目すべき点は、3つの項目は夫々関連性を持っているという事です。
　即ち、人道的奉仕をすれば（結果として、世間の関心と評価は高まり）自ずと公共イメージが上がります。
公共イメージが上がると（賛同者が増え、会員増強に繋がり）クラブのサポートと強化に繋がります。クラブ
が強化されれば（会員が増強されれば）人道的奉仕が更に進み、その結果公共イメージは上がり、会員が増え
クラブは強化されます。つまり、良い循環になるという事です。この循環は、優先項目の何処から始めても（結
果として）良い循環になります。大切な事は、先ず自ら始めるという事だと思います。
　3つの優先項目には、具体的な目標が全部で 16項目明示されています。どれも実現可能な事ばかりです。着
手し易い身近な事から始めましょう。

先ずは自分自身が公共イメージの向上を
　公共イメージは他人に云われて認識されるものではありません。世間の方々が我々の言動を見て、良いと感
じて下さる結果です。
　我々の言動とは抽象的な表現ですが、具体的には戦略計画を構成している 5つの中核的価値観を、ロータリ
アン個々が大切に磨き実行する事であると思います。
○ 奉　仕 私達ロータリアンの重要な要素です。RI を通じて、或いは地区で、或いはクラブで、若しくは個

人で奉仕する喜びを実感しましょう。
○ 親　睦 ここで指す親睦は、単なる飲み食いや遊びによる親睦だけでは無く、奉仕を共に行う事によって

心の底から得られる親睦です。場合によっては民族や国家をも超えて得られるものも有ると思い
ます。

○ 多様性 私達の生き方は様々です。職業も色々です。環境も仕組みも色々あります。自分の考えや身近の方々
の考えだけでは無く、多種の方々の存在や考えを認め、理解し合う事が大切です。地域や国を超
えて理解し合う事で、自分自身の世界も広がると考えます。

○ 高潔性 ロータリアンは、仕事に於いても、人間関係に於いても常に高い倫理観を以って活動しています。
これは他人に押し付けるものでは無く、自分で実践するのみです。黙っていても他人は観ています。

○ 指導力 ロータリアンは、夫々が夫々の分野に於いて優れたリーダーです。
 指導力を更に磨き、ロータリー活動に、或いは職業の場で、或いは地域社会に於いて、この指導

力を遺憾無く発揮しましょう。

最後に会員増強について一言
　会員増強は、どんな組織にとっても必要な事です。しかし、大切な事は、会員増強を会員数が少ないからと
云う組織の都合で行うのではなく、ロータリーへ入会して頂いて「私達と一緒に良い事をしましょうよ。」と云
う気持ちやお誘いの呼びかけが無くてはならないという事です。
○ ロータリーに入会すると
・素晴らしい考えや実績を持つ方々との出会いがあります。
・自分や職業を高める機会を得られます。
・自分の住む地域に貢献する行事に、参加する事が出来ます。
・世界に於いて、困っている事を解決する行事に参加する事が出来ます。

　こんな考えで、共に奉仕できるメンバーをお誘い頂きたいと考えます。

コーディネーターニュース

（2015年 4月 10日配信）

公共イメージコーディネーター補佐（ARPIC）
RID2570　鈴木秀憲（吹上RC）

「私なりにまとめたRI戦略計画とその実行」

コーディネーターニュース 5月号



国際ロータリー第2550地区　ガバナー事務所

〒320-0826　宇都宮市西原町142
宇都宮グランドホテル内

TEL 028-651-2550    FAX 028-651-2551
E-mail  m2550@agate.plala.or.jp    URL  http://www.rid2550.com/

※各ロータリークラブでお知らせしたい情報がありましたら、事務局まで原稿をお寄せください。

ロータリーレート／１＄＝118円

新年度（2015年7月）より
　　ロータリーの特別月間が変更になります。

　８月　　会員増強・拡大月間
　９月　　基本的教育と識字率向上月間
１０月　　経済と地域社会の発展月間
１１月　　ロータリー財団月間
１２月　　疾病予防と治療月間
　１月　　職業奉仕月間
　２月　　平和と紛争予防/紛争解決月間
　３月　　水と衛生月間
　４月　　母子の健康月間
　５月　　青少年奉仕月間
　６月　　ロータリー親睦活動月間
７月はありません。
日本独自
　９月　　ロータリーの友月間
　 （ロータリーの友には載っていませんが追加となりました）
１０月　　米山月間


